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の探究が必要なことを示している。
　研究成果は、文部科学省における規制緩
和の議論でも用いられ、政策立案に民意を
反映させることに貢献した。

iPS細胞研究の 
倫理的課題に関する書籍出版

　『科学知と人文知の接点-iPS細胞研究の
倫理的課題を考える』( 3 )を出版した。動物
性集合胚や人工生殖細胞の作製、医療費や
高齢化社会への影響、科学コミュニケーシ
ョンなどの幅広いテーマで、国内外の研究
者らが文系・理系の垣根を越えて議論を行
い、社会への情報発信と問題提起を行った。

　iPS細胞技術のような先端科学研究の成
果を臨床応用する場合、社会の理解や合意
がなければ実現は困難になる。そのため、
あらかじめ倫理的・法的・社会的課題を慎
重に検討する必要がある。具体的な例とし
て、動物の胚にヒトiPS細胞などを導入し
てヒトの臓器を動物につくらせる「動物性
集合胚研究」を取り上げ、市民と研究者を
対象にアンケート調査を実施した。このよ
うな調査結果は政策立案にも役立っている。

動物性集合胚研究に関する意識調査

　動物性集合胚研究とは、遺伝子操作した
動物の胚にヒトiPS細胞などを注入し、ヒ
ト臓器の作製を目指す一連の研究をいう
（図）。臓器移植への応用などが期待される
一方、ヒト細胞を含む脳をもつと動物の認
知機能がヒトに近づくのでは、動物胎内で
ヒトの精子や卵子ができて交配すると、ヒ
ト胚やヒトと動物のハイブリッドができる
のではと懸念されている。
　そこで一般市民（520名）と研究者（105

名）に質問紙調査を行ったところ、両者と
も動物の心臓、肝臓、血液、皮膚に比べて、
脳や精子・卵子にヒト細胞が含まれること
に強い抵抗を示すことなどが判明した。こ
の結果は、当該研究が社会で受け入れられ
ながら発展するには、動物の脳や生殖器官
にヒト細胞が寄与することを回避する方法
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動物性集合胚研究の概要

ヒトの細胞から
作った iPS細胞

注入する
すい臓ができないようにした
ブタの胚に、ヒトiPS細胞を
入れる

目的
ヒトiPS細胞の成長過程や機
能を調べる

移植する
ブタの体内にできたヒトのす
い臓を移植する

目的
移植が必要な患者さんに役立
てる
移植したすい臓が適切に機能
するかを調べる

ヒト細胞でできた
すい臓をもつブタ

ヒトとブタの細胞が
混ざった胚

作製する
作った胚を、ブタの子宮に移
植した後、ヒトのすい臓をも
つブタを誕生させる

目的
すい臓の形成過程や機能を調
べる
すい臓の病期の進行や回復の
過程を調べる
薬や治療の開発に役立てる
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再生医療実現化時代の
新しい生命観を社会と協創する
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(1)  再生医療報道を考える 手術日の 
 即日報道は必要か?  
 ヒトiPS細胞臨床試験と報道
 武藤香織、八代嘉美  
 Journalism （2017）86-91
(2) A comparative analysis of  
 attitudes on communication  
 toward stem cell research  
 and regenerative medicine  
 between the public and the  
 scientific community
 Shineha R et al.
 Stem Cells Translational   
 Medicine （2018）7（2）251-257
(3)  Science communication in  
 regenerative medicine：   
 Implications for the role of  
 academic society and   
 science policy
 Shineha R et al.
 Regenerative Therapy （2017）
 7：89-97
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会と再生医療の関係について研究を行って
いる。

再生医療の「責任ある研究・イノベーション」 
の確立を目指して

　2014年度に開始された文部科学省「リ
スクコミュニケーションのモデル形成事
業」の一環として、市民講座の企画立案な
どを行い、社会が持つ再生医療・生命科学
に関する知識を高めるための活動を実施し
ている。
　また、実用化に際して幅広い層がその成
果を享受できるように、2016年度からは
再生医療に関するコストの研究を行ってい
る。本研究では、再生医療製品の価格構造
のあり方を探るほか、一日も早い応用のた
めに研究者が果たしうる役割など、技術的
萌芽期からの財政面の検討を行い、政策提
言に繋げることを目指している。

　iPS細胞技術をはじめとする再生医療へ
の社会の関心と期待は極めて高く、一般ジ
ャーナリズムからサブカルチャーまで幅広
く取り上げられている。こうしたメディア
の分析やアンケート調査から、研究者と専
門家でない市民との考え方の違いを知る一
方、先端科学への理解を深める機会を設け、
社会と調和したかたちで研究開発が進むよ
うに図る必要がある。そのための活動や提
言を行っている。

再生医療の推進に必要とされる 
“科学への理解”
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　再生医療は社会から大きな期待が寄せら
れているが、応用段階としてはまだ萌芽期
にあり、支援基盤は期待によって支えられ
ている。こうした科学・技術が社会と調和
したかたちで推進されるには、専門外の
人々が簡潔に先端知識に触れる機会を積極
的に提供し、予見される問題について、幅
広い層が検討に参画できる基盤をつくる必
要がある。
　当研究室では、新聞などのメディアにお
ける再生医療関連報道のありかたを言説分
析により検討したり( 1 )、研究者と非専門家
の間における意識の差異について質問紙な
どで調査を行う一方 ( 2 )( 3 )、SF（サイエン
ス・フィクション）やマンガ、アニメとい
ったサブカルチャー的な文脈を用いて、社

一般モニター（n=2137） 研究者（n=947）

危険性
53%

76%

期待される
新しい治療

72%

79%

治療費
（自己負担額）

60%

43%

安全性確保の
手段

53%

47%

事故発生時の
対応25%

47%

再生医療について研究者が
「伝えたい」ことと社会が「知りたい」こと
の違い（一部）（論文（2）より改変）
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先端生命科学研究に対する
信頼を高めるために

三成寿作 准教授

(1)  Including all voices in   
 international data-sharing  
 governance
 J. Kaye et al.
 Human Genomics.（2018）12：13
(2) 『しま』から学ぶ―継承性、
 連帯性、創造性（しまと科学技術、
 そしてアートを考える）
 三成寿作
 季刊「しま」（2018）253：56-59
(3)  ゲノム情報にかかる医科学研究の
 倫理政策と市民関与
 三成寿作, 吉澤剛
 医療・生命と倫理・社会（2017）
 14：52-60
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命科学研究を推進する上でのルールのあり
方や、社会との対話のあり方について研究
している。前者では、行政の策定するガイ
ドライン・指針を主な対象として、その策
定経緯や現時点における課題、対応の方向
性について検討している。この検討では、
研究に参加する人々から提供される、血液
などの試料や試料から得られるゲノム情報
の取り扱いについて主に焦点を当てており、
研究成果の一部は論文として公表している。
幹細胞研究においては、研究の盛んな日本
や英国を中心に、臨床応用やバイオバンク
の運用に関わる規制・規律の把握に努めて
いる。
　一方、後者では、一般市民の認識や意向
を抽出するための質問紙調査やワークショ
ップのあり方について、国内外の多様な専
門家とともに議論を深めている。特に、生
命科学研究にあまり関心を持たない人々で
も、研究の発展やそれに伴う倫理的・社会
的課題に触れられ、自身の認識や印象を述
べたり、新たな見方や価値観に気づいたり
するような仕組みづくりをアートやデザイ
ンの側面を取り入れながら進めている。

　iPS細胞研究をはじめ、先端生命科学研
究は社会の中で日々発展している。このよ
うな研究の推進には、さまざまな人びとか
らの応援に加え、血液試料やゲノム情報な
どといった試料や情報の提供が必要となる。
本研究活動を通じては、研究者と社会との
コミュニケーションの図り方や、研究を行
う上でのルールやガイドラインのあり方、
さらには研究成果の社会的な影響への対応
などについて、国内外の多様な専門家とと
もに検討・考察を深めている。

生命科学研究と 
社会との繋がりに関する研究

　iPS細胞研究をはじめ、生命科学の研究
は目覚ましく発展していることから、その
発展とともに、研究に参加する人々への配
慮、ひいては社会における研究への信頼を
どのように図っていくかが問われることに
なる。これに対しては、科学技術振興機構
（JST：Japan Science and Technology Ag 

ency）により採択されている「ISLEプロジ
ェクト」（ISLE：Innovation for Science, Li 

fe and Ethics）を通じて2つの探索的な試
みに取り組んでいる。

ISLEプロジェクトにおける取り組み

　ISLEプロジェクトにおいては、先端生
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行政のガイドラインや指針を議論する研究者の様子
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